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が，隠岐の13，000円の順となるがj 島では熊毛18，000円j 天草19.000円p 伊豆七島 20，000円大
島〈奄美)22.000円佐渡24，000円等であるからー 盤的な僻遠的地域17，400円より高い。なお淡
路島29.00u円，小豆島は 37，000円。
2) 前出， r農業所得統計」。なお 1人あ丈ち生産農業所得でz 対馬についで低いのが岩手県下閏
部地帯62，000円J 隠岐が63，000円J 天草64，000円等となる。なお，大島(奄望)が55，000円で僻遠
的地域一般左同水準R なお熊毛114.，000円佐渡117、000円，伊豆七島 120.000円となっている@






















7宙ι5畝. 6畝，畑は 9畝 6畝.4畝となっているが!上五島などでは一筆が何歩とし、う畑
をみることも静らしくないし，また下五島(福江島)で筆a ー町，あるいは二町という畑も少
くない。耕地の分散度合については，壱岐は 1戸あたり団地数8.2，五島』対馬以4.4，耕作部落か
らの距離別の畑面積は五島では300~500mがもコとも多<， 18.8% 壱岐J 封馬でほlOO~300m
が多しそれそれ 30，3， 31.6 %壱しめているが， また， 2，OOOm以」三が それぞれ.9，7. 9，5. 
153%となヮている。以上!長崎県総合農林セソタ 「長崎県農業の地域分析」昭和37年，農林
省「長崎農林水産統計年報j昭和38年度;および前掲j 離島調査報告書のノl帰参照。
5) 農機具投資はj 都府平均で 108，400円にたいし，離島〔対馬，壱皮?五島平均)では 72.700円，
動物は都府県64，600円にたいし離島 92，500円。農家物財統計「農家経済調査報告J38年度 お
よび前出「長崎県林水産統計年報J38年u
6) 福江島をのぞいてj 主島地域(上主島)は 5.x未満農家が88%をしめる(平均2，6反)。対馬が5

































9) 河地貫一1 島の後進性と壱岐島の開発，前出「壱肢の経済J4ベ ジ。
10) 河地貫一，離島の後進性と日本資本主義. r怪古と経済」第86号， 1961年@


























































14) 都府県平均農家l人あたり.94.900円の生活泊費にたいし，離島(壱岐a 対島y 五島平均)では
41.500円でJ 半分に本みたないの前出「長崎豊沫水産統計年報」および「農家経済調査」いづれ
も昭和38年度による。
































17) たとえば， 崩壊しつつはあるが， 本戸制度の名残りをとどめさせるような対馬の村帯社会，
また J かつてミ赤尾憲法ミ (部落の規制が法律に僅先する〉といわれた時期ほどではないにして
もj 上五島の島々 などにはし、まだかなり強し部落的規刻をのとしている地区がある。
64 (64) 第 97巻第1号
存続しているとも考られるからである問。 また島の土地価格の相対的な安さ問










































































































































































































27) 憤役目散は島々により j 種々」となるが農林統計調査事讃町9fの調査事例によれば壱肢では l
頭あたり， 35.8日，反当り田31時間z 畑20時間z 粗放な管理比とくに飼料給与の方法にみられ
るが，また肉牛への貰質国良の恵欲もおおむね乏しし 1地域が多い。
28) 小値賀，宇久は地域の畜連に加入せず2農協でせり開設。成牛については前出，各報告書事照。























29) 市場外取引をみこしての本人買j 評価もあ市の買売成立串の低下)，また晶によヮてz 売
買成立率が高い理由として J ごと市でなんとしてでも売らなければ売るところがなし、からミと」、う
場合もある。
30) 前出，離島の各調査報告書j とくに「壱岐」の出荷事例等をみられたい。わっかながら a 枝肉
車引の方が有利になっ口、る。
'1) 内豚出荷経費の本土地域との比較は-，例であるが前出a 小稿，五島における農，畜産物の生
産をめくる流通より問題， r五島地域総合開発揮興計画一現況篇 J 200 ミー ジ; あるし、は小稿，
離島の農業と構造改善事業，前出「壱岐の経済J264ベー ジ。


























32) 小稿，木炭の生産，流通機構と農協. r経済論叢」昭和37年11月号.52ベー シ。
33) 小稿，対島の農林業の問題，前出「対馬の経軒と社会J147-148ベジロ
島の農業じついて一一一覚書 (73) 73 
生産手段，とくに林道が整備され，さらに陸あげ地の小運送の費用に多くを要
しないようであれば，むしろ安い運賃を実現ずることさえ可能となる場合もあ
り，島であることは木材の島外山荷にとって大きな支障にならない場合も考え
られるのである。
むすび
以上，みてきた島はし、づれも僻遠の地にあり生活・生産資材の殆んe"，島外
からの移入にあおがねばならず，また島の生産物は島外，本土に市場を求めね
ばならないことを前提とする一次産業の島々であり，そして極端な低所得農家
地域となっている。島の農業の特色を打出すもっとも重要な条件は，島の農業
が商品経済に深くひきとまれつつあるなかでの市場条件であり，とくに出荷のl
際の荷扱い，海上輸送の問題が作目号制約し農業生産の発展を規制しているか
のようにみえる。米，麦，切干し甘しょあるいは葉たばこ等は本土地域にたい
しての不利な出荷上の障碍はほぼ解消されしかも一定量の集荷が可能であるよ
うに生産が行われている o 島の農業はこれら政策的支持の対象になっている作
物にかたよっている。しかし，その生産性は低い。そのなかでも壱岐が比較的P
1戸あたり農業所得がたかいのは，いうまでもなく，何はともあれ米の生産が
大きいことであり，、切示し甘しょの生産地にしても，たとえば福江島の富江地
区，三井楽地区のように，反当収量が高〈経営面積が大き付れ1'，本土地域に
それほど劣らない。葉たばこの生産が大きい場合でも農業所得はたかいことに
なる。政策的支持の対象になっていなし、作目にせよ，島の安い土地価格また自
然条件を前提に，運賃等を始めとする搬出の阻害要因がそれほど大きな比重を
もたず他の作目を導入するより高い労働報酬をもたらす場合，また出荷に際し
て輸送上の阻害要因(たとえば運賃)が殆んど問顕とするにあたいしない場合，
政策的支持の外にある作目も充分に導入される余地はある。極端には，導入さ
れる作目がきわめて高価で農産物取扱上の不利な条件をつぐなってあまりある
としたら航空輸送すら成立ちうることになる。
74 (74) 第97巻第1号
しかし農産物の使用価値上の特性を前提に，価格が船舶輸送にみあう程度で
あれば，船腹を容易にみたしうるか，施設にみあうだけの出荷量が容易に，か
つ常に，集荷可能なー定規模の生産が必要になる。(その場合一定規模の島面積
が必要になる場合がある。〉したがって流通過程はもとより，生産面の合理化を
はかる主産地形成の方向が島ではより必要とされるわけであるのしかし，現況
においては農産物の使用価値上の特性壱克服出来ない生産単位の零細性そして
その孤立性が何よりも市場条件の整備にとって問題である。
